




要約:薬物の長期服用妊婦の中で、抗痙攣剤服用妊婦の頻度は比較的多い。そして、その

服用妊婦より生まれた児の問題点として、児の奇形と新生児期の depression と

withddrawal  syndrome があげられる。前者については、まだ問題点はあるにしても葉酸

投与やその頻度の高い薬物や組み合わせが分かってきておりガイドライン(案)が出されて

いる。しかし、後者についてはあまり問題にされていない。今回の検討では、児の観察を

きめ細かく行えば抗痙攣剤服用母体より出生した新生児における何 withdrawal

syndrome の発症頻度は高く、母子相互作用の確立の大切な時期にそれを阻害する可能性

があり、母乳育児も含め適切な指導指針を出す必要があった。


